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ル酸を単離精製し, これを用いて定量条件を設定した｡ ついで MN塑活性をもつシアロ糖ペプチ ドの検
出および分離方法を検討したのち, ヒト赤血球からプロナーゼ処理によってシアロ糖ペプチ ドを単離し,
その化学的性質および生物活性をしらべた｡ いろいろなクロマトグラフ法および薄層プレート法などによ
って, M N 型活性糖ペプチ ドをいくつかの成分に分画することができたが, M , M N N 型の活性の異な
った糖ペプチ ドの相互分離は困難であった｡ したがって血清学的に異なった性質を示すこれらの物質は化
学的にはきわめて類似した構造をもつものと考えられる｡ これらは, いずれも, ろ紙電気泳動的には均一
で33-35%のシアル酸と15%前後の- キソサミソを含有している｡
一方, 生物活性をしらべてみると, ヒト血球にプロナーゼを生理条件下で作用させた場合, M 型とM N
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型はいずれもN型に転換し, N型は変化を受けない｡ しかしプロナーゼをさらに強 く作用させるとN型活
性も消失することがわかった｡ このことから血球表面ではN塑活性をもつシアロ糖ペプチドが基本となっ














論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
今世紀のはじめにLandsteinerによってヒトの血液型が発見されて以来, 型物質の研究は応用面ばかり
でなく生化学の観点からも重要な意義をもっている｡ 血液型の表現には数種類の方式があるが, それらの
型活性は, いずれも, 赤血球表層の複合多糖類の抗原性によって発現されることがわかっている｡ 現在,
ABO式, Rh式などの型活性物質は糖化学の面からほぼ明らかにされているが, MN式型活性物質につ
いては未知の点が多かった｡




トグラフ法を用いて精製した結果, MN塑活性糖ペプチ ドをいくつかの成分に分画した｡ しかし, M型,
MN型, N型など活性の異なる糖ペプチ ドの相互分離は困難であった｡ これら3種の塑活性物質は, い
ずれもシアル酸の含量がほぼ等しく (33-35%), また- キソサミソ含量は15%前後を示した｡ これらの
結果から, 血清学的に異なるこれらの型物質は, 化学的にはきわめて類似した構造をもつものと結論した｡
またM型, MN型, N型をもつヒト赤血球をそれぞれ生理条件下で処理すると型転換が起こることを明ら






エソドゥ種子から抽出, 単離精製した凝集素は糖ペプチ ドで, 1.3% の糖含量を示した｡ この凝集素と反
応してヒトA,B,0型に対して凝集阻止作用を示す糖額にはその化学構造とその作用との問に規則性が
みとめられる｡ また, この植物性凝素集を単離する過程で, 共存する酸性多糖体の化学的性質および凝集
素との関連性を明らかにした｡
このように本研究は血液型活性物質について重要な新知見を加えたもので生化学の分野に貢献するとこ
ろがきわめて大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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